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光
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線
で
実
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Ｃ
Ｏ
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ゼ
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来
年
１
月
か
ら
　

再
エ
ネ
電
力
の
活
用
で

Ｔ
Ｌ
―
リ
ン
カ
ー
ン
の
ロ
ゴ

　
シ
ー
ナ
ッ
ツ
が
提
供
し
て

い
る
予
約
・
販
売
管
理
シ
ス

テ
ム「
Ｔ
Ｌ
―
リ
ン
カ
ー
ン
」

は
、
旅
行
会
社
と
Ｏ
Ｔ
Ａ
か

ら
の
通
知
を
一
元
管
理
し
、

残
室
・
料
金
調
整
が
一
括
で

で
き
る
も
の
。
導
入
施
設
は

約
５
７
０
０
軒
で
、
対
応
販

売
先
は
旅
行
会
社
、
Ｏ
Ｔ
Ａ

を
合
わ
せ
て
１
６
８
社
。
導

入
後
の
フ
ォ
ロ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
充
実
と
、
ユ
ー
ザ

ー
の
声
を
商
品
、
サ
ー
ビ
ス

に
反
映
す
る
点
が
評
価
さ
れ

て
い
る
。

　
同
社
で
は
Ｔ
Ｌ
―
リ
ン
カ

ー
ン
導
入
施
設
向
け
に
新
機

能
の
操
作
方
法
を
紹
介
す
る

無
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
や
ア
ー
カ
イ
ブ
の

動
画
配
信
を
行
っ
て
い
る

が
、
今
秋
か
ら
は
、
新
た
に

「
サ
ポ
ー
ト
ペ
ー
ジ
」
を
開

設
。
Ｔ
Ｌ
―
リ
ン
カ
ー
ン
未

導
入
施
設
向
け
の
機
能
紹
介

動
画
の
公
開
や
セ
ミ
ナ
ー
の

案
内
も
行
っ
て
お
り
、
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
て
い

る
施
設
は
誰
で
も
ア
ク
セ
ス

で
き
る
。

　
同
社
の
取
締
役
営
業
統
括

本
部
長
の
岩
楯
隆
志
氏
は
、

「
宿
泊
施
設
は
現
在
、売
り
上

げ
利
益
の
向
上
を
図
る
こ
と

に
関
心
が
高
い
」
と
見
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
施
設
に
は

「
人
数
帯
売
止
機
能
」
の
活

用
を
薦
め
て
い
る
。

　
こ
の
機
能
は
、
稼
働
に
合

わ
せ
て
、
各
プ
ラ
ン
を
人
数

帯
ご
と
に
簡
単
に
売
り
止
め

に
で
き
る
。
例
え
ば
宿
泊
人

数
１
人
、
２
人
を
売
り
止
め

に
し
、
３
人
以
上
の
予
約
だ

け
を
獲
得
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
部
屋
単
価
を
上

げ
、
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
を
可

能
と
す
る
。
そ
の
前
提
と
し

て
「
共
通
在
庫
サ
ー
ビ
ス
の

よ
う
な
手
間
を
か
け
ず
に
集

客
を
上
げ
る
手
段
を
持
つ
こ

と
も
必
要
」
と
話
す
。

　
共
通
在
庫
サ
ー
ビ
ス
は
Ｔ

Ｌ
―
リ
ン
カ
ー
ン
上
に
部
屋

と
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
だ
け

で
、
提
携
す
る
販
売
先
が
そ

の
時
の
状
況
を
確
認
し
て
か

ら
販
売
す
る
仕
組
み
。
そ
の

た
め
オ
ー
バ
ー
ブ
ッ
ク
の
発

生
が
な
い
。
大
手
Ｏ
Ｔ
Ａ
以

外
に
も
幅
広
く
対
応
し
、
韓

国
の
旅
行
会
社
な
ど
と
も
接

続
し
て
い
る
。

　
来
年
２
月
開
催
の
ホ
テ
レ

ス
シ
ョ
ー
に
も
引
き
続
き
出

展
す
る
。
「
前
回
は
約
千
人

の
方
に
来
場
い
た
だ
い
た
。

次
回
も
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ

さ
い
」
と
岩
楯
氏
。

プ
ラ
イ
ム
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
ト
ッ

プ
画
面

　
プ
ラ
イ
ム
コ
ン
セ
プ
ト
提

供
の
多
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
「
プ
ラ
イ
ム

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
は
、
全

国
約
８
０
０
の
宿
泊
施
設
が

採
用
。
常
に
機
能
面
の
強
化

を
図
り
、
こ
の

月
に
は
、

「
多
言
語
一
括
翻
訳
機
能
」

と
「
オ
ー
ダ
ー
機
能
」
を
刷

新
し
た
。
全
国
千
施
設
以
上

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
実
績

が
あ
る
同
社
が
時
流
に
適
し

た
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入

れ
」
と
「
人
手
不
足
」
を
同

時
に
解
消
す
る
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル

と
い
う
。

　
プ
ラ
イ
ム
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
む
だ

け
で
館
内
情
報

な
ど
を
宿
泊
者

の
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
に
表
示
す

る
。
館
内
印
刷

物
は
不
要
に
な

り
、
さ
ら
に
最

大
１
０
９
言
語

に
翻
訳
可
能
な

た
め
さ
ま
ざ
ま
国
籍
の
宿
泊

者
に
自
国
の
言
語
で
案
内
で

き
る
。
従
来
で
あ
れ
ば
１
画

面
１
言
語
ご
と
に
翻
訳
を
す

る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
今
回

の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
よ
り
一

括
で
多
言
語
翻
訳
が
可
能
に

な
っ
た
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
だ
け
で
は

な
く
、
国
内
客
も
活
用
で
き

る
。
例
え
ば
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

時
の
館
内
説
明
や
設
備
案
内

な
ど
、
全
て
プ
ラ
イ
ム
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
内
に
記
載
す
る

こ
と
で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
間

の
削
減
、
フ
ロ
ン
ト
へ
の
問

い
合
わ
せ
の
減
少
が
見
込
ま

れ
る
。
通
常
、
案
内
が
困
難

な
お
勧
め
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

や
、
飲
食
店
の
紹
介
な
ど
活

用
方
法
は
無
数
に
あ
る
。
Ｄ

Ｘ
化
に
よ
り
宿
泊
客
へ
の
提

案
の
幅
は
大
き
く
広
が
る
。

　
オ
ー
ダ
ー
機
能
「
ク
イ
ッ

ク
オ
ー
ダ
ー
」
で
は
夕
食
時

の
飲
み
物
や
追
加
料
理
な
ど

を
気
軽
に
注
文
で
き
、
売
り

上
げ
ア
ッ
プ
と
人
手
不
足
解

消
に
貢
献
。
ま
た
貸
し
出
し

備
品
の
注
文
や
貸
し
切
り
風

呂
な
ど
の
館
内
施
設
の
予
約

も
可
能
だ
。

　
宿
泊
施
設
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
制
作
最
大
手
で
あ
る
グ
ル

ー
プ
会
社
の
ア
ビ
リ
ブ
が
開

発
し
た
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

「
ａ
ｂ
ｉ

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
」
と

も
連
携
可
能
だ
。

　
プ
ラ
イ
ム
コ
ン
セ
プ
ト
は

８
月
に
Ｉ
Ｔ
導
入
支
援
事
業

者
に
登
録
。
プ
ラ
イ
ム
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル

に
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
利
用
料
金
は
最
大
２
年
分

補
助
対
象
と
な
る
。

　
前
回
に
引
き
続
き
、
円
滑
に

値
上
げ
す
る
た
め
の
方
法
を
紹

介
し
よ
う
。
多
く
の
旅
館
・
ホ

テ
ル
で
値
上
げ
が
実
施
・
検
討

さ
れ
て
い
る
が
、
人
件
費
や
水

道
光
熱
費
、
工
事
費
を
は
じ
め

と
す
る
多
く
の
費
用
が
宿
泊
料

金
の
上
昇
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で

大
幅
に
値
上
げ
さ
れ
て
い
る
。

速
や
か
に
対
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
、
赤
字
に
転
落
す
る
リ
ス
ク

も
あ
る
。

　
宿
泊
料
金
は
、
旅
館
・
ホ
テ

ル
の
個
々
の
魅
力
や
努
力
だ
け

で
決
ま
る
わ
け
で
は
な
く
、
観

光
市
場
の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ

ン
ス
、
観
光
地
の
立
地
、
地
域

の
価
格
相
場
な
ど
外
部
要
因
に

大
き
く
依
存
し
て
い
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
収

束
し
、
リ
ベ
ン
ジ
消
費
や
円
安

の
影
響
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

が
急
回
復
し
た
こ
と
に
よ
り
、

国
内
の
宿
泊
施
設
は
客
室
不
足

に
陥
り
、
結
果
と
し
て
宿
泊
料

金
が
上
昇
し
て
い
る
。
特
に
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
個
人
旅
行
者

や
高
所
得
層
が
訪
れ
る
エ
リ
ア

は
、
高
額
な
宿
泊
料
金
が
設
定

さ
れ
や
す
い
状
況
に
あ
る
。

　
地
域
の
価
格
相
場
は
、
代
表

的
な
大
型
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
価

格
設
定
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

る
。
知
名
度
が
高
く
、
予
約
サ

イ
ト
で
も
上
位
表
示
さ
れ
や
す

い
大
型
館
は
、
消
費
者
へ
の
露

出
が
高
く
、
宿
泊
先
を
選
ぶ
際

の
基
準
と
な
り
や
す
い
。
こ
う

い
っ
た
施
設
が
値
上
げ
に
保
守

的
で
あ
っ
た
り
、
地
域
の
他
ホ

テ
ル
を
意
識
し
て
安
い
価
格
設

定
を
し
て
い
た
り
す
る
と
、
地

域
全
体
の
価
格
相
場
が
低
く
抑

え
ら
れ
る
要
因
と
な
る
。

　
宿
泊
施
設
が
直
面
す
る
こ
の

よ
う
な
問
題
は
、
外
部
環
境
に

よ
る
要
因
が
大
き
い
た
め
、
単

独
で
の
対
策
で
は
解
決
が
難
し

い
。
地
域
単
位
で
値
上
げ
に
対

す
る
機
運
を
高
め
、
協
力
し
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
地
域
を
代
表
す
る
施
設
は
、

過
度
な
稼
働
率
の
追
求
を
や
め

て
、
地
域
内
の
価
格
競
争
を
控

え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
稼
働

率
を
重
視
す
る
と
、
値
下
げ
に

よ
り
地
域
の
二
番
手
旅
館
か
ら

宿
泊
客
を
奪
う
こ
と
に
な
る
。

す
る
と
値
下
げ
合
戦
が
始
ま
り

稼
働
率
は
多
少
上
が
る
も
の

の
、
宿
泊
料
金
の
相
場
が
下
が

っ
て
し
ま
い
自
分
の
首
を
絞
め

る
こ
と
に
な
る
。

　
地
域
を
代
表
す
る
施
設
は
、

他
地
域
に
お
い
て
高
単
価
戦
略

で
成
功
し
て
い
る
施
設
を
参
考

に
し
、
新
た
な
顧
客
層
を
引
き

つ
け
る
こ
と
に
力
を
入
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
地

域
全
体
の
価
格
相
場
の
向
上
や

収
益
性
の
改
善
が
期
待
で
き
る

だ
ろ
う
。

　
（
ア
ル
フ
ァ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
代
表
取
締
役
）

　
宿
泊
施
設
の
ロ
ビ
ー
や
レ

ス
ト
ラ
ン
で
は
〝
高
天
井
〟

が
多
く
見
か
け
ら
れ
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
構
造
の
中

で
も
良
好
な
温
熱
環
境
を
省

エ
ネ
的
に
作
り
出
す
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
冷
暖
房
は
、
室
全
容
積
を

対
象
に
す
る
の
で
は
な
く
居

住
域
（
床
上
２
㍍
程
度
）
の

温
熱
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

れ
ば
省
エ
ネ
の
観
点
か
ら
は

ベ
ス
ト
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
冷

た
い
空
気
は
沈
み
、
暖
か
い

空
気
は
浮
く
の
で〝
高
天
井
〟

で
は
上
下
の
温
度
差
が
大
き

く
な
る
の
で
、
こ
こ
が
問
題

と
な
り
ま
す
。
冷
房
時
は
そ

の
方
が
望
ま
し
い
の
で
す

が
、
課
題
は
暖
房
時
に
天
井

上
部
に
必
要
な
暖
気
が
滞
留

し
て
し
ま
う
の
で
、
そ
の
暖

気
を
居
住
域
ま
で
下
げ
る
方

法
で
す
。

　
結
論
で
言
う
と
暖
気
だ
け

を
居
住
域
に
留
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
室
全
容
積
の

空
気
を
攪
拌

か
く
は
ん

す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
撹
拌
さ
せ
る

送
風
機
を
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ

ー
と
呼
び
、
そ
の
ひ
と
つ
に

シ
ー
リ
ン
グ
フ
ァ
ン
が
あ
り

ま
す
。
シ
ー
リ
ン
グ
フ
ァ
ン

は
、
回
転
数
１
０
０
回
転
／

分
、
消
費
電
力

㍗
程
度
の

低
騒
音
の
プ
ロ
ペ
ラ
フ
ァ
ン

で
面
積
に
応
じ
た
台
数
を
天

井
か
ら
吊
り
下
げ
ま
す
。

　
な
お
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
エ

ア
コ
ン
（
Ｈ
Ｐ
）
を
使
用
す

る
場
合
は
、
フ
ァ
ン
コ
イ
ル

（
Ｆ
Ｃ
）
と
比
べ
る
と
送
風

能
力
が
低
い
の
で
暖
気
が
偏

り
や
す
く
な
り
ま
す
が
、
こ

の
シ
ー
リ
ン
グ
フ
ァ
ン
を
併

用
す
る
こ
と
で
解
消
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
シ

ー
リ
ン
グ
フ
ァ
ン
は
高
所
に

設
け
る
こ
と
か
ら
フ
ァ
ン
の

掃
除
の
方
法
も
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
あ
る
時
、
サ
ー
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
と
扇
風
機
の
違
い
は
と

い
う
質
問
を
受
け
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
サ
ー
キ
ュ
レ

ー
タ
ー
は
室
内
空
気
の
撹
拌

を
目
的
に
し
て
お
り
、一
方
、

扇
風
機
は
、
直
接
体
に
風
を

あ
て
て
涼
を
求
め
る
も
の
と

な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
気

流
が
０
・
２
㍍
／
秒
増
え
れ

ば
体
感
温
度
は
１
度
下
が
る

と
い
わ
れ
て
お
り
、
急
速
に

体
感
温
度
を
下
げ
る
の
に
は

扇
風
機
は
有
効
な
方
法
で

す
。

　
ま
た
、
室
内
に
温
度
差
が

あ
る
限
り
気
流
は
起
き
て
い

ま
す
が
、
建
築
基
準
法
の
室

内
環
境
基
準
で
は
、
気
流
は

０
・
５
㍍
／
秒
以
下
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
人
に
違

和
感
を
与
え
な
い
値
で
す
。

家
の
作
り
よ
う
は
、
夏
を
む

ね
と
す
べ
し
と

い
わ
れ
、
風
は

家
の
作
り
に
大

切
な
要
素
で

す
。
一
昔
前
に

は
窓
か
ら
入
れ

た
空
気
を
廊
下

側
の
風
を
入
れ

て
、
廊
下
側
に

流
す
工
夫
が
あ

り
ま
し
た
。

　
都
会
と
違
い

リ
ゾ
ー
ト
の
風

は
新
鮮
で
気
持

ち
が
良
い
で

す
。
快
適
な
環

境
は
温
度
と
湿

度
だ
け
で
な
く
、
風
の
流
れ

も
重
要
で
す
。
空
調
機
だ
け

に
頼
ら
な
い
快
適
な
環
境
作

り
は
私
た
ち
が
提
唱
す
る
エ

コ
・
小
な
環
境
に
な
り
ま
す
。

　
（
エ
コ
・
小
委
員
会
副
委

員
長
　
ワ
ッ
ト
・
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
取
締
役
　
矢
野

弘
）

　
　
　
　
　
　
＝
隔
週
掲
載

（１０）第３１９９号 第３種郵便物認可 ２０２３年（令和５年）１１月２７日（月曜日）

　
今
回
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
、
旅
行
会
社
向

け
新
商
品
特
集
の
テ
ー
マ
は
「
観
光
Ｄ

Ｘ
」
。
業
務
効
率
化
や
生
産
性
向
上
な
ど

有
効
な
観
光
Ｄ
Ｘ
を
加
速
す
る
各
種
の
シ

ス
テ
ム
を
紹
介
す
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
観
光
会
議
局
の
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
氏
（
写

真
右
）
と
ヒ
ー
リ
ー
氏

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
観
光
会

議
局
は

～

日
、
東
京
と

大
阪
で
旅
行
会
社
に
向
け
た

観
光
説
明
会
を
開
い
た
。
ま

た
東
京
都
と
の
間
で
２
０
１

７
年
に
初
め
て
結
ん
だ
戦
略

的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
２

年
間
延
長
も
決
め
た
。

　
同
局
は
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
に
お
け
る
五
つ
の
行
政
区

（
ブ
ロ
ン
ク
ス
、
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、
ス

タ
テ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
、
ク
イ

ー
ン
ズ
）
の
公
式
ツ
ー
リ
ズ

ム
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
関
。

今
回
の
来
日
に
は
、
エ
ン
パ

イ
ア
・
ス
テ
ー
ト
・
ビ
ル
デ

ィ
ン
グ
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

美
術
館
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近

代
美
術
館
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ

―
・
セ
ン
タ
ー
な
ど
同
局
の

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業

社
が
同

行
。
旅
行
会
社
と
の
商
談
会

も
行
っ
た
。

　
同
局
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
部
門
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
バ
イ
ス
プ

レ
ジ
デ
ン
ト
の
テ
ィ
フ
ァ
ニ

ー
・
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
氏
は
、

「
２
０
２
３
年
は
日
本
か
ら


万
７
千
人
の
旅
行
者
を
見

込
ん
で
い
る
。
東
京
都
と
の

相
互
観
光
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
更
新
を
機
に
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
の
強
化
を
図

り
、
継
続
的
な
観
光
経
済
の

成
長
を
期
待
し
て
い
る
」
と

述
べ
た
。

　
同
局
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ

ン
ト
部
門
シ
ニ
ア
・
バ
イ
ス

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
の
マ
キ
コ
・

マ
ツ
ダ
・
ヒ
ー
リ
ー
氏
は
、

最
近
開
始
し
た
、
日
本
語
字

幕
付
き
の
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ツ
ー
ル

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ト
ラ
ベ

ル
ト
レ
ー
ド
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」

を
紹
介
。
世
界
中
の
旅
行
関

係
者
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

に
関
す
る
基
本
情
報
か
ら
最

新
の
施
設
・
イ
ベ
ン
ト
情
報

ま
で
、
幅
広
い
商
品
と
サ
ー

ビ
ス
を
紹
介
し
、
よ
り
深
く

豊
富
な
知
識
を
身
に
付
け
て

も
ら
う
た
め
の
セ
ル
フ
・
ラ

ー
ニ
ン
グ
型
教
育
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
、
五
つ
の
行
政

区
ご
と
に
分
け
て
受
講
で
き

る
と
い
う
。

　
同
局
と
東
京
都
が
２
年
間

延
長
し
た
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
で
は
、
主
に
相
互

観
光
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
。
各
都
市
の
観
光
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
資
産
を
活
用

し
、
両
都
市
の
観
光
を
促
進

す
る
。例
え
ば
、東
京
で
は
、


月
６
日
か
ら

日
ま
で
の

間
、
都
営
地
下
鉄
線
車
内
液

晶
モ
ニ
タ
ー
と
都
営
バ
ス
停

留
所
で
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
新
機
材
エ

ア
バ
ス
Ａ
３
５
０
―
１
０
０

０
が
羽
田
―
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

線
に
初
就
航
す
る
こ
と
を
告

知
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、


月

日
か
ら

年
１
月
７

日
ま
で
の
期
間
、
市
内
の
公

共
無
料
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
「
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
Ｎ
Ｙ
Ｃ
」

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内

カ

所
に
あ
る
バ
ス
停
留
所
に
東

京
都
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す

る
デ
ジ
タ
ル
広
告
を
掲
出
す

る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
も
露
出
し
て
い
く
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
２
０

２
２
年
、
延
べ
５
６
７
０
万

人
の
旅
行
者
を
迎
え
た
。


年
は
国
内
旅
行
者
４
８
８
０

万
人
、
海
外
旅
行
者
１
０
８

０
万
人
の
合
計
５
９
６
０
万

人
の
旅
行
者
の
来
訪
を
予

測
。

年
に

万
４
千
人
だ

っ
た
日
本
人
旅
行
者
数
に
つ

い
て
は
、

年
は

万
７
千

人
と
予
測
し
て
い
る
。

　

年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

の
観
光
経
済
効
果（
回
復
率
）

は
、
年
間
来
訪
者
数
が
５
６

７
０
万
人（

年
比

％
）、

経
済
効
果
６
８
１
億
㌦
（
同


％
）
、
税
収
入

億
㌦

（
同

％
）
、
雇
用
創
出


万
４
千
人
（
同

％
）
だ
っ

た
と
し
た
。

　
西
武
鉄
道
（
本
社
・
埼
玉

県
所
沢
市
）
は
２
０
２
４
年

１
月
１
日
か
ら
、
西
武
鉄
道

全
線
で
使
用
す
る
全
て
の
電

力
を
実
質
的
に
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
電
力
（
以

下
、再
エ
ネ
電
力
）に
す
る
こ

と
で
、
実
質
Ｃ
Ｏ

排
出
量

ゼ
ロ
で
運
行
す
る
。
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
つ
な
げ
る
。

　
実
質
Ｃ
Ｏ

排
出
量
ゼ
ロ

と
な
る
の
は
、
西
武
鉄
道
の

全
線
（

路
線
、
１
７
６
・

６
㌔
）
の
列
車
運
行
に
加
え

て
、
駅
、
信
号
機
、
踏
切
な

ど
で
使
用
す
る
電
力
。

　
西
武
鉄
道
は

年
４
月
か

ら
西
武
グ
ル
ー
プ
が
運
営
す

る
「
西
武
武
山
ソ
ー
ラ
ー
パ

ワ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
発

電
し
た
電
力
で
山
口
線
（
レ

オ
ラ
イ
ナ
ー
）
を
運
行
し
て

い
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、

東
京
電
力
エ
ナ
ジ
ー
パ
ー
ト

ナ
ー
の
再
エ
ネ
電
力
メ
ニ
ュ

ー
を
導
入
し
た
。
非
化
石
証

書
付
き
の
電
力
に
よ
る
通

年
、
全
路
線
、
全
列
車
で
の

運
行
を
実
現
し
、
年
間
約


万
７
千
㌧
排
出
し
て
い
た
Ｃ

Ｏ

を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
。

こ
れ
は
一
般
家
庭
の
年
間
排

出
量
に
換
算
す
る
と
約
５
万

７
千
世
帯
分
に
相
当
す
る
。

　
西
武
グ
ル
ー
プ
は
、
地
球

温
暖
化
抑
制
へ
の
貢
献
に
向

け
て
、
Ｃ
Ｏ

排
出
量
を
グ

ル
ー
プ
全
体
で

年
度
ま
で

に

年
度
比

％
削
減
と
い

う
環
境
負
荷
削
減
目
標
を
設

定
し
て
い
る
。
今
回
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
西
武
鉄
道
全

体
の
Ｃ
Ｏ

排
出
量
は

年

度
実
績
ベ
ー
ス
で

年
度
比

約
９
割
削
減
で
き
、
ま
た
、

グ
ル
ー
プ
全
体
で
も

年
度

実
績
ベ
ー
ス
で

年
度
比
約

５
割
削
減
と
な
る
。



タップ

「
地
域
観
光
Ｄ
Ｘ
」推
進

強靭な観光産業の実現目指す

クリップス

サ
イ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

「多店舗管理機能」を月にリリース

アイディディ・ソフトウェア

中
小
旅
行
会
社
向
け
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム

クルーズ商品のネット販売も展開

リ
ゾ
テ
ッ
ク
の
開
会
式

　
ホ
テ
ル
・
旅
館
を
中
心
と

す
る
総
合
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
会
社
の
タ
ッ
プ
（
東
京
都

江
東
区
、
林
悦
男
会
長
兼
社

長
）
は
、
２
０
２
２
年
４
月

に
「
宿
泊
・
観
光
Ｄ
Ｘ
事
業

部
」
を
発
足
。
宿
泊
業
の
生

産
性
向
上
と
顧
客
体
験
価
値

（
Ｃ
Ｘ
）
向
上
の
た
め
の

「
ホ
テ
ル
Ｄ
Ｘ
」
推
進
と
、

地
方
創
生
・
地
域
活
性
化
に

寄
与
す
る「
地
域
観
光
Ｄ
Ｘ
」

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

年

月
９
、

日
に
沖

縄
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た

沖
縄
県
最
大
の
Ｉ
Ｔ
・
Ｄ
Ｘ

展
示
会
「
Ｒ
ｅ
ｓ
ｏ

ｒ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
　

Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
２
０
２
３
　

ｉ

ｎ
　
Ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
ａ
ｗ

ａ（
リ
ゾ
テ
ッ
ク
）」

に
は
、
今
年
６
月
に

設
立
さ
れ
た
一
般
社

団
法
人
沖
縄
観
光
Ｄ

Ｘ
推
進
機
構
（
下
地

芳
郎
会
長
）
の
会
員

メ
ン
バ
ー
の
１
社
と

し
て
出
展
し
た
。

　
同
機
構
が
本
部
を

置
く
の
は
タ
ッ
プ
が
今
年
６

月
に
開
設
し
た
「
Ｔ
Ｈ
Ｌ
沖

縄
（
タ
ッ
プ
・
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
ラ
ボ
沖
縄
）
」
。
Ｔ
Ｈ

Ｌ
は
沖
縄
県
が
国
内
外
の
情

報
通
信
関
連
産
業
の
一
大
拠

点
と
目
指
す
、
う
る
ま
市

「
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
」
内
に

あ
る
国
内
初
の
観
光
Ｄ
Ｘ
実

証
実
験
施
設
。
観
光
・
宿
泊

施
設
に
お
け
る
生
産
性
向
上

と
国
内
外
来
訪
者
の
快
適
性

向
上
に
向
け
た
実
証
実
験
拠

点
、
ホ
テ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

サ
ー
ビ
ス
研
究
拠
点
、
高
度

観
光
人
材
育
成
拠
点
、
地
域

防
災
拠
点（
指
定
避
難
場
所
）

な
ど
に
取
り
組
み
、
よ
り

強
靭

き
ょ
う
じ
ん

な
観
光
産
業
の
実
現

を
目
指
し
て
い
る
。

　
今
回
の
リ
ゾ
テ
ッ
ク
で

は
、
Ｔ
Ｈ
Ｌ
を
沖
縄
ア
リ
ー

ナ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し

て
活
用
。
両
会
場
は
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
で
結
ば
れ
、
数
多
く

の
県
内
宿
泊
施
設
や
企
業
が

Ｔ
Ｈ
Ｌ
を
訪
れ
た
。
ま
た
会

期
中
に
県
内
高
校
や
専
門
学

校
の
課
外
授
業
も
Ｔ
Ｈ
Ｌ
で

実
施
。
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ー
カ

ー
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
館
内
で
同

時
に
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る

様
子
や
、
ア
プ
リ
に
よ
る
自

動
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
シ
ス
テ

ム
、
顔
認
証
ル
ー
ム
キ
ー
、

サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
最

新
の
ホ
テ
ル
Ｄ
Ｘ
を
体
験
し

た
。

　
タ
ッ
プ
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
ホ
テ

ル
シ
ス
テ
ム
）
は
帝
国
ホ
テ

ル
、
ア
パ
ホ
テ
ル
、
銀
水
荘

な
ど
全
国
約
１
５
０
０
軒
が

導
入
。
沖
縄
の
ホ
テ
ル
で
も

１
０
０
軒
で
稼
働
し
て
い

る
。

多
店
舗
管
理
機
能

　
業
界
で
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
と

い
う
ク
ラ
ウ
ド
型
の
サ
イ
ト

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
「
ね
っ
ぱ

ん
！
サ
イ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

ー
＋
＋（
プ
ラ
ス
プ
ラ
ス
）」

な
ど
の
ク
リ
ッ
プ
ス
。
そ
の

同
社
で
は
こ
の
ほ
ど
、
複
数

施
設
の
予
約
、
在
庫
を
１
画

面
で
ま
と
め
て
管

理
が
で
き
る
「
多

店
舗
管
理
機
能
」

を

月
に
リ
リ
ー

ス
す
る
と
発
表
し

た
。

　
複
数
施
設
の
管

理
を
行
う
た
め
に

こ
れ
ま
で
は
、
施

設
ご
と
に
画
面
を

確
認
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。
新
機
能

を
活
用
す
る
こ
と

で
、
複
数
施
設
の

在
庫
を
一
つ
の
画

面
で
ま
と
め
て
管

理
が
で
き
、
よ
り

効
率
的
な
運
営
が
可
能
と
な

る
。
同
社
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
主
要
機
能
に
加
え
て
、
今

後
も
新
し
い
機
能
を
順
次
追

加
す
る
こ
と
で
、
宿
泊
施
設

の
販
売
機
会
拡
大
や
業
務
効

率
向
上
を
支
援
す
る
構
え

だ
。

　
来
年
の
２
月

～

日
に

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催

さ
れ
る
「
国
際
ホ
テ
ル
・
レ

ス
ト
ラ
ン
・
シ
ョ
ー
」
に
も

引
き
続
き
出
展
す
る
。
サ
イ

ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
に
加
え

「
ね
っ
ぱ
ん
！
イ
ー
ジ
ー
会

計
」
な
ど
を
紹
介
す
る
予
定

だ
。
「
今
回
も
多
く
の
新
し

い
機
能
な
ど
を
提
案
す
る
予

定
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
心

か
ら
お
待
ち
し
ま
す
」
と
ク

リ
ッ
プ
ス
。

　
併
せ
て
同
社
で
は
、
他
社

と
の
連
携
拡
充
も
積
極
的
に

進
め
て
い
る
。

　
こ
の
９
月
に
は
、
メ
ト
ロ

エ
ン
ジ
ン
社
開
発
の
レ
ベ
ニ

ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
「
メ
ト
ロ
エ
ン
ジ
ン
　
レ

ベ
ニ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

と
の
連
携
を
皮
切
り
に
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｏ
社
開
発
の

Ｏ
Ｔ
Ａ
「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｌ

Ｉ
Ｏ（
ス
テ
イ
フ
ォ
リ
オ
）」

や
、
情
報
創
研
社
開
発
の
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
シ
ス
テ

ム
「
Ｆ
ｌ
ｅ
ｘ
Ｉ
Ｎ
」
、
そ

し
て
、
ス
ニ
ッ
ト
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
社
開
発
の
ホ
テ
ル
シ
ス

テ
ム
「
Ｈ
Ｍ
Ｓ
（
エ
イ
チ
エ

ム
エ
ス
）」と
相
次
ぎ
連
携
。

　
直
近
の

月
に
は
Ｉ
Ｌ
Ｕ

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
　
Ｐ
Ｔ
Ｅ
社
開
発

の
ホ
テ
ル
シ
ス
テ
ム
「
Ｄ
ｅ

ｌ
ｔ
ａ
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
」
と
の
連

携
を
開
始
し
た
。

トラベルワーカーのトップ画面

　
茨
城
県
日
立
市
に
あ
る
日

立
埠
頭
の
旅
行
会
社
、
日
立

ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
は
、
大
洗

港
を
起
点
と
し
た
「
に
っ
ぽ

ん
丸
」
「
飛
鳥
Ⅱ
」
の
チ
ャ

ー
タ
ー
を
メ
イ
ン
と
し
た
ク

ル
ー
ズ
専
門
の
旅
行
会
社
。

船
旅
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
船

の
知
識
が
豊
富
な
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の

が
最
大
の
強
み
と
い
う
。
そ

の
同
社
は
ア
イ
デ
ィ
デ
ィ
・

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
提
供
の
中
小

旅
行
会
社
向
け
の
基
幹
業
務

シ
ス
テ
ム
「
ア
イ
デ
ィ
デ
ィ

・
ト
ラ
ベ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
を

導
入
し
、
業
務
の
効
率
化
を

図
っ
て
い
る
。

　
「
以
前
は
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
を

利
用
し
て
管
理
し
て
い
た
が

顧
客
が
増
え
て
作
業
が
煩
雑

に
な
っ
た
た
め
、
ト
ラ
ベ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
検
討
を
開
始
し

た
」
と
観
光
開
発
室
室
長
の

寺
門
達
也
氏
。
重
視
し
た
点

は
①
顧
客
管
理
で
個
人
情
報

を
扱
う
た
め
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
が
万

全
で
あ
る
こ
と
②

導
入
後
の
サ
ポ
ー

ト
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
こ
と
③
コ

ス
ト
が
安
い
こ
と

な
ど
で
、
「
ト
ラ

ベ
ル
ワ
ー
カ
ー
は

当
社
の
ニ
ー
ズ
に

マ
ッ
チ
し
て
い
た

た
め
す
ぐ
に
導
入

を
決
め
た
」
と
話

す
。
結
果
は
す
ぐ

に
表
れ
、
当
初
の

目
的
だ
っ
た
顧
客

管
理
の
強
化
に
加
え
、
予
約

管
理
業
務
や
、
入
金
管
理
な

ど
も
問
題
な
く
処
理
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
現
在
、
全
国
３
０
０
社
以

上
に
導
入
さ
れ
て
い
る
ト
ラ

ベ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
グ
ー
グ

ル
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
た
め
初
期
費
用
と

月
額
保
守
料
が
不
要
。
月
額

の
ア
カ
ウ
ン
ト
料
の
み
で
使

え
る
上
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
さ
え
あ
れ
ば
ど
こ
か
ら

で
も
操
作
で
き
る
。
ま
た
、

定
期
的
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
を
実
施
し
、
顧
客
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
る
。

　
基
幹
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
か
ら
１
年
後
に
オ
プ
シ
ョ

ン
の
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
連
動
　
募
集

型
企
画
旅
行
シ
ス
テ
ム
」
を

導
入
。
「
在
庫
管
理
も
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
に
処
理
が
で
き
、

問
題
な
く
ク
ル
ー
ズ
商
品
の

ネ
ッ
ト
販
売
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
決
済
な
ど
の
入
金
管
理

も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
、
大
変

喜
ん
で
い
る
」と
評
価
す
る
。
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新日本コンピュータサービス

フ
ロ
ン
ト
シ
ス
テ
ム業務負担軽減、売り上げ向上に

縁多

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
予
約
受
け
付
け
サ
ー
ビ
ス

ウェブでの問い合わせ、英語で対応

鉄道情報システム

サ
イ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

阪急交通社、ＪＲ東海ツアーズと連携

観光ＤＸを加速する新システム
旅館・ホテル、旅行会社向け

「
か
ん
す
い
苑
覚
楽
」
全
景

　
栃
木
県
那
須
黒
磯
温
泉
の

「
か
ん
す
い
苑
覚
楽
」
は
、

新
日
本
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー

ビ
ス
の
フ
ロ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
Ⅴ
」
を
２

０
１
７
年
に
導
入
。
業
務
の

負
担
軽
減
と
売
り
上
げ
の
向

上
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
際
、
複
数
会
社
か
ら
プ

レ
ゼ
ン
を
受
け
、
「
複
雑
す

ぎ
な
い
シ
ス
テ
ム
内
容
」

「
導
入
し
や
す
い
価
格
」

「
帳
票
類
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

が
で
き
る
」
「
フ
ォ
ロ
ー
が

迅
速
」
な
ど
の
理
由
で
同
社

の
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
た
。

　「（
手
書
き
の
）

台
帳
１
０
０
％
主

義
」
だ
っ
た
予
約

管
理
を
ほ
ぼ
、
シ

ス
テ
ム
化
し
、
大

幅
な
省
力
化
を
図

っ
た
。
「
直
感
的

な
操
作
性
、
見
た

目
が
分
か
り
や
す

く
、
ス
タ
ッ
フ
は

操
作
方
法
を
早
く

習
得
で
き
た
」
と
、
同
館
取

締
役
女
将
の
遠
藤
め
ぐ
み
さ

ん
。

　
Ｃ
Ｔ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
な
ど
各

種
オ
プ
シ
ョ
ン
の
導
入
、
セ

ル
フ
オ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
、

レ
ベ
ニ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
と
の
連
動
も
実

現
。

　
Ｃ
Ｔ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
で
は

「
お
客
さ
ま
か
ら
の
電
話
問

い
合
わ
せ
対
応
が
楽
に
」

（
遠
藤
さ
ん
）
。
セ
ル
フ
オ

ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
と
の
連
動

で
は
、
付
帯
売
り
上
げ
が
大

幅
に
拡
大
し
た
。

　
「
客
室
や
食
事
会
場
に
置

い
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
お

客
さ
ま
自
身
に
オ
ー
ダ
ー
し

て
も
ら
う
シ
ス
テ
ム
。
ス
タ

ッ
フ
を
呼
ぶ
手
間
が
い
ら
な

い
気
軽
さ
な
ど
か
ら
、
飲
料

の
売
り
上
げ
が
導
入
前
か
ら


％
ア
ッ
プ
し
た
。
注
文
受

け
、
伝
票
作
成
な
ど
ス
タ
ッ

フ
の
負
担
も
減
り
、
会
計
ミ

ス
も
な
く
な
っ
た
」
（
遠
藤

さ
ん
）
。

　
レ
ベ
ニ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
と
の
連
動
で

は
、
客
室
稼
働
率
が
導
入
前

の

％
か
ら

％
に
ア
ッ
プ

し
た
と
い
う
。

　
栃
木
和
牛
を
メ
イ
ン
と
し

た
季
節
の
会
席
料
理
と
、
肌

に
優
し
い
温
泉
が
自
慢
の

宿
。
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
ベ
ビ
ー

の
お
宿
」
に
も
認
定
さ
れ
、

温
泉
デ
ビ
ュ
ー
の
子
供
な

ど
、
親
子
３
世
代
の
顧
客
に

人
気
と
い
う
。
新
日
本
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
の
シ
ス

テ
ム
活
用
で
同
館
の
サ
ー
ビ

ス
に
さ
ら
に
磨
き
が
か
か
り

そ
う
だ
。

業界向け展示会出展ブース 　
縁
多
（
え
ん
た
、
東
京
都

渋
谷
区
）
は
２
０
１
３
年
４

月
に
設
立
。
以
来
、
宿
泊
施

設
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事

業
や
、
観
光
地
再
生
事
業
な

ど
を
多
岐
に
展
開
す
る
。

　
最
近
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

増
加
に
よ
り
、
人
流
が
全
国

的
に
回
復
し
、
業
界
に
明
る

い
兆
し
が
見
え
て
い
る
が
、

言
葉
の
問
題
で
外
国
人
旅
行

者
の
受
け
入
れ
を
躊
躇

ち
ゅ
う
ち
ょ

し

て
い
る
旅
館
・
ホ
テ
ル
も
あ

ま
た
と
存
在
す
る
。
同
社
で

は

年
か
ら
海
外
の
ゲ
ス
ト

を
積
極
的
に
迎
え
る
た
め
の

独
自
サ
ー
ビ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
「
外
国
人
集
客
予
約
受

付
代
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
活

用
を
提
唱
し
て
い
る
。
「
既

存
の
従
業
員
の
業
務
負
担
を

増
や
す
こ
と
な
く
、
海
外
市

場
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
、
新
規

顧
客
の
開
拓
を
実
現
し
、
安

定
し
た
収
益
の
確
保
や
客
単

価
の
向
上
が
見
込
め
る
」
と

社
長
の
日
比
野
元
哉
氏
。

　
主
な
内
容
は
、
宿
泊
施
設

に
代
わ
っ
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
・
外
国
人
観
光
客
か
ら
の

予
約
、
問
い
合
わ
せ
と
い
っ

た
ウ
ェ
ブ
上
で
の
英
語
対
応

を
行
う
。特
に
来
館
前
に
は
、

ゲ
ス
ト
と
積
極
的
に
意
思
疎

通
を
図
り
、
滞
在
に
対
す
る

要
望
な
ど
の
顧
客
情
報
を
把

握
し
、
ま
た
施
設
側
の
意
向

も
伝
え
、
受
け
入
れ
態
勢
を

万
全
の
も
の
に
す
る
な
ど
、

施
設
運
営
に
寄
与
す
る
。

　
実
際
に
外
国
人
集
客
予
約

受
付
代
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
採

用
す
る
老
舗
高
級
旅
館
で

は
、
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
ノ

ー
シ
ョ
ー
も
ほ
と
ん
ど
な

く
、
宿
泊
ト
ラ
ブ
ル
も
減
少

し
、
売
り
上
げ
の
向
上
に
つ

な
が
っ
て
い
る
」
と
日
比
野

氏
。
併
せ
て
、
「
ス
タ
ッ
フ

の
外
国
人
宿
泊
客
に
対
す
る

負
担
も
減
り
、
生
産
性
の
向

上
も
図
れ
て
い
る
」と
話
す
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
の

流
れ
は
、
①
施
設
の
予
約
サ

イ
ト
お
よ
び
、
導
入
シ
ス
テ

ム
の
確
認
②
守
秘
義
務
契
約

の
締
結
③
過
去
の
集
客
実
績

の
状
況
を
確
認
し
、
導
入
に

向
け
た
具
体
的
な
提
案
を
行

い
、
最
短
で
３
週
間
程
度
の

準
備
期
間
で
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
ら
れ
る
。

　
月
額
の
固
定
費
は
基
本


万
円
か
ら
で
、
客
室
数
な
ど

を
考
慮
し
て
予
約
数
を
想
定

し
、
個
別
の
契
約
費
用
を
提

案
す
る
と
い
う
。

　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の
鉄
道
情

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
Ｒ
シ
ス
テ

ム
）
が
提
供
す
る
「
ら
く
通

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
」
は
、
宿
泊
施
設

向
け
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（
旅

行
会
社
、
予
約
サ
イ
ト
）
の

予
約
、
在
庫
、
料
金
を
一
元

管
理
で
き
る
サ
イ
ト
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
。
安
価
な
月
額
固

定
料
金
で
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
優
れ
て
お
り
、
大

手
チ
ェ
ー
ン
ホ
テ
ル
で
も
利

用
さ
れ
て
い
る
。

　
定
期
的
に
機
能
面
の
拡
充

を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、
他
社

と
の
連
携
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。最
近
で
は
、

阪
急
交
通
社
の
個
人
向
け
パ

ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
と
連
携
。
ま

た
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
ツ

ア
ー
ズ
の「
Ｅ
Ｘ
旅
先
予
約
」

「
Ｅ
Ｘ
旅
パ
ッ
ク
」
と
の
連

携
も
開
始
し
た
。い
ず
れ
も
、

ら
く
通
の「
共
通
販
売
機
能
」

を
利
用
し
て
連
携
し
て
い

る
。

　
こ
の
機
能
は
、
宿
泊
施
設

が
ら
く
通
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
に
、
プ

ラ
ン
、
在
庫
、
料
金
情
報
を

登
録
す
れ
ば
、
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
が
定
期
的
に
取
得
し
販
売

す
る
も
の
。
そ
の
た
め
、
販

売
開
始
ま
で
の
手
間
が
大
幅

に
軽
減
さ
れ
る
。

　
連
携
先
の
阪
急
交
通
社

は
、
航
空
機
や
鉄
道
を
利
用

し
た
個
人
向
け
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ツ
ア
ー
の
販
売
に
注
力
し
て

い
る
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ

る
販
売
の
ほ
か
、
リ
ピ
ー
タ

ー
に
向
け
た
施
策
を
積
極
的

に
行
う
。

　
一
方
の
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東

海
ツ
ア
ー
ズ
は
、
Ｅ
Ｘ
サ
ー

ビ
ス
会
員
向
け
の
新
た
な
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
、
新
幹
線
と

宿
泊
施
設
や
、現
地
の
交
通
、

観
光
プ
ラ
ン
な
ど
を
最
大
１

年
前
か
ら
シ
ー
ム
レ
ス
に
予

約
、
決
済
が
で
き
る
Ｅ
Ｘ
旅

先
予
約
、
Ｅ
Ｘ
旅
パ
ッ
ク
を

こ
の

月
か
ら
開
始
し
て
い

る
。

　
ら
く
通
は
、
Ｊ
Ｒ
の
「
み

ど
り
の
窓
口
」
の
予
約
販
売

シ
ス
テ
ム
を
開
発
、
運
営
す

る
同
社
の
技
術
力
を
強
み

に
、
宿
泊
施
設
の
予
約
、
在

庫
の
一
元
管
理
シ
ス
テ
ム
と

し
て
展
開
。
利
用
者
ア
ン
ケ

ー
ト
や
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
へ
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
の

改
善
要
望
を
定
期
的
に
製
品

に
反
映
し
て
い
る
。
ま
た
、

３
６
５
日
対
応
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
充
実
も
特
徴
だ
。

ロゴ
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